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除染工事における 
    作業員の統合線量管理 

2013年9月10日  （株）コンストラクション・イーシー・ドットコム 八木義之 

～期間が限定された一部の作業所の業務だからこそ 

クラウドで業務改善を～ 

ASPICクラウドフォーラム2013 

除染情報プラザ様のＨＰより 
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✓会社名   株式会社コンストラクション・イーシー・ドットコム 
             （英文社名 Construction-ec.com Co.,Ltd.） 

✓事業    建設業界向けのクラウドサービスプロバイダー   

✓設立年月日 平成12年8月1日 
    ＜設立会社＞ 

      株式会社NTTデータ、鹿島建設株式会社、清水建設株式会社、大成建設株式会社  

      株式会社大林組、株式会社竹中工務店、日本オラクル株式会社 

✓資本金   2億2,050万円 

✓売上げ   11億円   

✓理念    ITを利用した建設業界への貢献 

✓サービス  CIWEB（電子商取引サービス/業界標準CI-NET） 

       CECTRUST（電子契約サービス） 

       CECSIGN（電子認証サービス/特定認証局） 

       統合線量管理サービス 

■会社概要（CEC.COM） 

New! 
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■除染工事における作業員の統合線量管理 
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１）福島における除染工事の今・・・ 

◆ 除染とは 

  ✓放射性物質を取り除き、生活する空間での放射線の量を減らす事 

◆ 除染対象地域は 

  ✓線量が高い場所（福島県11地域） 

   ・除染特別区域/環境省発注  

  ✓線量が低い場所（全国104市町村）  

   ・汚染状況重点調査地域/市町村発注 

  ✓福島県の避難者は約15万人 （ 津波災害含む） 

◆ 進まない除染 

  ✓仮置き場の確保、除染作業への同意 

  ✓除染特別区域は、田村市のみ終了 

◆ 建設業界の大勢の作業員が手作業で実施 

  ✓本格除染工事の場合は、数千人が従事 

  ✓作業員の安全を守る事（線量管理）が必要   
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◆ 線量管理とは、 

   

 

  ✓法律で定められた作業員の安全管理（違反すると行政処分） 

◆ 被ばく限界線量は、100mSv/５年 & 50mSv/1年 

◆ 法律（除染電離則他）で求められている事は 

  ✓従事資格（教育/健診他）の確認/記録 

  ✓作業期間（入退場時刻）と作業内容を記録 

  ✓線量計の確実な配布と回収 

  ✓線量の測定/決定（実効線量）と評価と通知 

  ✓線量の記録を30年間保管 

◆ ゼネコンが線量管理を実施 

  ✓ゼネコンに求められている「元請責任」 「一元管理」 

  ✓作業所がEXCELで管理 

 

２）除染工事における線量管理とは 

有害放射線のある場所で働く作業員の 

従事資格の確認や被ばく線量を管理する事。 

除染情報プラザ様のＨＰより 

長瀬ランダウア様のＨＰより 
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◆ ゼネコンには法令遵守と社会的責任が求められている 

  ✓除染則等に従った線量管理業務の実施とその証明 

  ✓作業員の安全確保とステークホルダーへの説明 

◆ 将来の健康被害への対応もゼネコンとして考慮 

◆ 意外と大変な線量管理業務 

  ✓線量管理業務には、100％の完全性が必要 

  ✓建設業界特有の重層下請構造 

  ✓決められた事を作業員にやらせる事が必要 

  ✓管理すべき情報が増えてくるとリスクが顕在化 

  ✓EXCELでは線量の記録はできても管理は難しい 

◆ ゼネコンの担当者に多大な業務負荷が発生 

  ✓データの不具合が発生した場合、そのフォローに多大な時間が必要 

◆ 業務改善の為の本格的なシステム開発が難しい 

  ✓福島地方の一部の作業所の業務 

 

３）ゼネコンの線量管理は意外と大変 

ＣＳＲ 
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◆ 作業員情報を統合管理をする事で業務の効率化や品質向上を実現 

  ✓工事と建設会社と作業員を統合管理 ⇒ 二重登録を防止  

  ✓登録から線量通知までを統合管理  ⇒ 不整合を防止 

  ✓トレーサビリティを確保      ⇒ 妥当性を証明 
 
 
 
 
 
◆ 線量管理業務の「見える化」と「情報共有」を実現  

  ✓線量管理業務のリスクを早期に検知  

  ✓線量管理業務を支店/本社で支援可能 

◆ 除染則と電離則等の法令遵守を実現  

  ✓線量の低い除染工事から線量の高い福島原発工事まで対応 

  ✓株主の線量管理の経験を提供機能に反映 

  

４）ソリューションとしての統合線量管理サービス 

統合線量 
管理DB 業務プロセス 

工事や企業 作業員 

線量計 
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◆ サービス概要図 

 

 

 

 

 

◆ サービスメニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 既に大手ゼネコン（大林組様と大成建設様）が本格除染で利用中 

    

５）統合線量管理サービスの概要 

メニュー 内容 

1 企業管理機能 企業情報（法人登記/労働保管番号/建設業許可他） 

2 工事管理機能 工事情報（名称、場所、期間等） 

3 作業員登録機能 社員の識別情報（名前、生年月日他）、工事従事情報 

4 線量/通知管理機能 
被ばく線量（外部/内部）の登録と管理（線量の確定/評価） 
線量通知の作成 

5 教育健診管理機能 協力業者の教育健診の予実管理 

6 線量計管理機能 ゼネコンの線量計の貸出/在庫管理 

『原発・除染/ゼネコン』 

 ●一元管理の実施（除染） 

 ①線量の計測/管理（原発/除染） 

 ②線量情報の通知（除染） 

統合線量管理サービス 

長期保管 長期保管 

協力業者向け 
線量管理 

作業員一元管理 

ゼネコン向け 
線量管理 

 

5社 中堅 地場 

『除染/協力業者』  

●社員の線量管理 

①教育/健診の実施 

②線量の長期保管 

B社 C社 A社 地場 

『原発/東京電力』  

●作業員の線量管理 

入退場 
線量測定 
システム 

複数作業所 

本格除染 市町除染 

インターネット 
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【TOPメニュー】 

【従事者台帳】 

５）統合線量管理サービスの概要 

【実効線量の評価】 

【実効線量の確定】 
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① 【従事者登録シート】 ③【通知案内】 

④【通知】 

②【従事者名簿】 

５）統合線量管理サービスの概要 
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６）クラウドとしての統合線量管理サービス 

ゼネコンは利用するだけ、線量管理業務に注力できる 

 ✓工事を受注したら、すぐに利用できる。 

 ✓工事が増えても作業員が増えても利用できる。 

 ✓線量管理に必要な機能は決まっている。 

 ✓システム関連のスキルが無くても利用できる。 

 ✓安心して利用できる。 

期間が限定された一部の作業所の業務だからこそ 

クラウドを利用して線量管理の業務改善を！  
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あるべき姿の 

線量管理業務  

業務改善 
手段としての 

統合線量管理 
サービス 

現在の 

線量管理業務  

◆ クラウドを利用する事は業務をアウトソーシングする事と同じ 

７）業務改善における統合線量管理サービス 

実現の為の 

・ポリシー 
 （コストと品質） 

・ガバナンス 
 （インとアウト） 

見える化 標準化 集約化 整理統合 

標準的な業務 

標準的な業務 自社固有の業務 ＋ 
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・株式会社コンストラクション・イーシー・ドットコム 

               新サービス企画推進部 

・〒105-0004 

     東京都港区新橋2-6-2 新橋アイマークビル7階 

・TEL（03）3595-4611（代） 

ありがとうございました 

～大林組様と大成建設様が利用している 

      統合線量管理サービスの紹介～ 


